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【
水
無
月(

み
な
つ
き)

の
暦
】

【
二
十
四
節
気
】

六
日

：

芒
種
（
ぼ
う
し
ゅ
）

二
十
一
日

：

夏
至
（
げ
し
）

稲
や
麦
な
ど
、芒（
の
ぎ
）の
あ
る
植
物
の
種
を
蒔

く
頃
で
、カ
マ
キ
リ
や
蛍
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、梅
の
実
が
熟
し
ま
す
。あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
梅
雨

入
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

一
年
で
一
番
昼
の
時
間
が
長
く
な
る
頃
。

こ
の
日
を
境
に
少
し
ず
つ
日
が
短
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。ア
ヤ
メ
な
ど
夏
の
花
が
次
々
に
咲
き
始
め
、

徐
々
に
暑
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

六
月
の
和
風
月
名
は「
水
無
月（
み
な
つ
き
）」

「
無
」と
い
う
漢
字
が「
の
」に
あ
た
る
こ
と
で
、

実
は「
水
の
月
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、田
に
水
を

張
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
他

に
、七
月
に
梅
雨
が
ず
れ
て
凶
作
に
な
る
こ
と
を

防
ぐ
願
掛
け
と
し
て「
水
無
月
」と
な
っ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
水
無
月(

み
な
つ
き)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

カ
ン
パ
チ
、鱧（
ハ
モ
）、鯵

イ
サ
キ
、剣
先
イ
カ

ヒ
ラ
マ
サ
、マ
ナ
ガ
ツ
オ

鮎
、ニ
ジ
マ
ス
、山
女
魚

青
柳
、ホ
ヤ
、鳥
貝

鶏
冠
海
苔

蓮
根
、馬
鈴
薯
、ご
ぼ
う

生
姜
、貝
割
れ
大
根

葉
唐
辛
子
、オ
ク
ラ
、人
参

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

さ
や
い
ん
げ
ん

枝
豆
、青
山
椒

す
も
も
、サ
ク
ラ
ン
ボ

枇
杷（
ビ
ワ
）

無
花
果(

イ
チ
ジ
ク
）

夏
蜜
柑
、甘
夏

ラ
イ
チ

【
水
無
月(

み
な
つ
き)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

ジ
メ
ジ
メ
し
た
季
節
、六
月
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
梅
雨
入
り
が
早
い
と
か

早
く
な
い
と
か…

毎
朝
の
通
り
道
に
植
え
ら
れ
て
い
る
紫
陽
花
も

少
し
ず
つ
花
が
咲
き
、色
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
は
雨
の
多
い
時
期
で
す
が
、

紫
陽
花
が
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る
、私
の
好
き
な
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

・
税
務
署
長
か
ら
本
年
分
所
得
税
の
予
定
納
税
額
通
知

（
六
月
十
五
日
ま
で
）

・
個
人
住
民
税
第
一
期
分
の
納
付

な
し


